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國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
ひ
と
り
ご
ち
』

　
　
大
隈
言
道
自
筆
稿
本 

解
題
と
翻
刻

荒　

木　

優　

也

大
隈
言
道
［
一
七
九
八
～
一
八
六
八
、福
岡
の
生
ま
れ
］
は
、「
自
分
の
生
活
に
見
合
っ
た
表
現
を
探
し
続
け
た
歌
人
」（
和
歌
文
学
大
系
七
四
解
説
）

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
吾
は
天
保
の
民
な
り
、
古
人
に
は
あ
ら
ず
」
と
い
う
、
今
そ
の
と
き
の
歌
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
す
る
詠
歌

姿
勢
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
「
吾
は
天
保
の
民
な
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
彼
の
歌
論
『
ひ
と
り
ご
ち
』
に
見
ら
れ
る
言
葉

で
あ
る
。

『
ひ
と
り
ご
ち
』
は
天
保
年
間
［
一
八
三
〇
～
四
四
］
の
末
に
成
立
し
た
が
（
宇
佐
美
喜
三
八
『
近
世
歌
論
の
研
究 

漢
学
と
の
交
渉
』
和
泉
書
院
）、

大
正
の
中
頃
ま
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
歌
論
書
で
あ
る
。
門
下
の
真
藤
利
明
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
識
語
に
よ
れ
ば
、
自
筆
稿
本
は
安

政
四
年
［
一
八
五
五
］
八
月
の
言
道
上
坂
時
に
利
明
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
（
言
道
が
大
阪
に
上
っ
た
年
月
は
野
村
望
東
尼
『
向
稜
集
』
詞
書
に
よ
る
）。

の
ち
に
、
平
岡
良
助
氏
の
旧
蔵
と
な
り
、
そ
の
翻
刻
本
文
は
日
本
歌
学
大
系
八
巻
（
以
下
「
歌
学
大
系
」）
等
に
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
自
筆
稿

本
が
真
藤
家
か
ら
平
岡
良
助
氏
に
譲
ら
れ
た
経
緯
、世
間
に
紹
介
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、新
開
竹
雨
氏
「
大
隈
言
道
と
「
独
言
」」（『
歌

と
評
論
』
十
巻
九
、
一
九
三
八
。
の
ち
に
桑
原
廉
靖
『
大
隈
言
道
と
私
』
海
鳥
社
に
再
録
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
平
岡
良
助
氏
所
蔵
の
の

ち
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
、
現
在
は
ど
こ
の
所
蔵
に
帰
し
た
か
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

「
ひ
と
り
ご
ち
」
項
で
は
、
そ
の
紙
焼
写
真
の
所
在
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
）。
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國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
ひ
と
り
ご
ち
』
は
、
こ
の
所
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
自
筆
稿
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
と
歌
学
大

系
の
口
絵
と
を
比
較
す
る
と
、
伝
来
の
あ
い
だ
に
虫
損
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
書
と
歌
学
大
系
の
翻
刻
本
文
を
比
較
す
る
と
、
歌
学
大
系
の
本
文
で
は
読
み
や
す
さ
を
優
先
さ
せ
て
か
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
表

記
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
全
体
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
歌
学
大
系
で
は
本
文
の
削
除
・
訂
正
を
反
映
さ
せ

た
か
た
ち
で
本
文
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
言
道
の
推
敲
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
加
え
て
、
適
宜
漢
字
を
あ
て
る
な
ど
表
記
が

変
更
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
翻
刻
に
も
校
訂
を
加
え
る
と
い
う
当
時
の
一
般
的
な
本
文
作
成
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。

ま
た
、
言
葉
が
抜
け
て
い
る
箇
所
も
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
此
本
旨
を
心
が
け
む
こ
そ
」（
歌
学
大
系
四
七
七
頁
）
は
、「
此
本
旨

をこ
ゝ
ろ
が
け失

は
ず（
墨
消
）し

〈
ざ
ら
ん（
右
）〉
て
（
見
消
）こ

そ
」（
九
丁
裏
・
一
〇
丁
表
）
で
あ
り
、「
失
は
ざ
ら
ん
」
の
言
葉
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
隈
言
道
自
身
の
推
敲
の
様
子
、
思
考
過
程
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
点
で
も
、
本
書
は
重
要
な
自
筆
稿
本

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
書
誌

〈
外　

題
〉「
ひ
と
り
こ
ち
」（
左
肩
書
題
簽
。
表
紙
は
、
薄
茶
地
無
文
の
縮
緬
皺
の
あ
る
檀
紙
に
似
た
紙
を
二
つ
折
り
に
し
た
も
の
。
本
文
一
丁
表
・
最

終
丁
裏
に
汚
れ
が
あ
る
た
め
、
現
在
の
表
紙
は
後
補
で
あ
ろ
う
）

〈
内　

題
〉「
ひ
と
り
こ
ち
」（
扉
題
。
左
肩
に
題
簽
を
模
し
た
四
角
囲
み
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
書
か
れ
て
い
る
。
紙
は
楮
紙
の
本
文
共
紙
で
、
汚
れ
が

認
め
ら
れ
る
た
め
元
表
紙
と
考
え
ら
れ
る
）

〈
巻　

冊
〉
一
巻
一
冊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
体　

裁
〉
袋
綴

〈
料　

紙
〉
楮
紙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
本
文
用
字
〉
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
（
本
文
）
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〈
書
写
年
代
〉
江
戸
時
代
後
期
（
天
保
年
間
末
か
）

〈
表
紙
寸
法
〉
縦
二
六
・
五
～
八
糎
×
横
一
九
・
六
～
八
糎

〈
書　

入
〉
朱
に
よ
る
読
点
、
朱
訓
、
墨
・
朱
に
よ
る
推
敲
・
訂
正
等
あ
り
。

〈
識　

語
〉「
此
巻
ハ
我
師
大
隈
言
道
大
人
の
大
坂
に
登
ら
れ
る
時
／
生
が
た
と
て
奉
書
紙
ニ
歌
六
拾
首
と
源
氏
年
立
三
巻
を
／
贈
ら

れ
る
に
添
て
蔵
之　

利
明
」（
虫
損
部
分
は
日
本
歌
学
大
系
参
照
）

〈
蔵
書
印
〉
本
文
に
は
ナ
シ
。
箱
小
口
に
「
平
岡
氏
蔵
」（
朱
印
）、
箱
蓋
裏
に
「
湛
浩
菴
」（
朱
方
印
）「
珍
蔵
」（
朱
丸
印
）
が
捺
さ
れ
た

紙
片
が
そ
れ
ぞ
れ
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
湛
浩
庵
は
、
博
多
の
豪
商
神
屋
宗
湛
の
茶
室
を
玄
洋
社
初
代
社
長
も
務
め
た
政
治

家
・
実
業
家
平
岡
浩
太
郎
氏
（
平
岡
良
介
氏
の
父
）
が
買
い
取
っ
た
の
ち
、
茶
室
に
名
付
け
ら
れ
た
号
で
あ
る
。

〈
箱　

書
〉
蓋
表
右
肩
貼
紙
「
大
隈
言
道
翁
／
ひ
と
り
こ
ち
」。
箱
小
口
貼
紙
「
第
号
二
六
三
番
」、「
大
隈
／
言
道

／
ひ
と
り
／
こ
ち
」。

〈
そ
の
他
〉「
ひ
と
り
こ
ち　

大
隈
言
道
稿
本
／
平
岡
浩
御
出
品
」「
ひ
と
り
こ
ち
／
大
隈
言
道
先
生
筆
／
平
岡
浩
氏
御
出
品
／
184
」
と

そ
れ
ぞ
れ
書
か
れ
る
紙
片
、「
大
隈
言
道
翁
筆
／
ひ
と
り
こ
ち　

一
冊
／
平
岡
氏
」
と
書
か
れ
る
書
袋
、
文
部
省
便
箋
に
書

か
れ
た
江
島
廉
太
郎
宛
の
田
山
信
郎
（
方
南
）
書
簡
の
コ
ピ
ー
等
を
付
属
す
る
。
書
簡
に
つ
い
て
は
、
本
書
と
の
関
わ
り
が

不
明
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
コ
ピ
ー
と
い
う
性
格
上
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
は
措
い
て
お
く
。

本
文
は
、
数
日
に
わ
け
て
も
し
く
は
数
度
に
わ
け
て
書
か
れ
た
か
。
一
一
丁
表
四
行
目
か
ら
一
三
丁
裏
最
終
行
ま
で
は
ほ
か
に
比
べ
て

文
字
が
小
さ
く
筆
跡
も
細
い
。

推
敲
の
過
程
で
あ
る
が
、
本
文
が
書
か
れ
た
の
ち
、
ま
ず
は
墨
で
推
敲
が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と
朱
で
読
点
な
ど
が
入
れ
ら
れ
た
か
と
推

察
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
六
丁
裏
七
行
目
の
本
文
右
傍
の
墨
に
よ
る
書
込
「〈
さ
る
へ
き
理
な
し
、〉」
の
朱
に
よ
る
読
点
は
、
本
文
で
は
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な
く
書
込
の
文
章
の
あ
と
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
墨
に
よ
る
推
敲
の
あ
と
に
朱
入
れ
が
為
さ
れ
た
証
左
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
八
丁
裏
一

行
目
「
己
れ
こ
ゝ
ろ
（
見
消
）〈
ろ（
右
朱
）〉
の
う
ち
に
」
は
、
最
初
墨
で
見
消
し
、
の
ち
に
朱
で
元
の
字
の
「
ろ
」
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
最
初
に
墨
で
推
敲
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
朱
入
れ
が
為
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
一
一
丁
表
の
余
白
書
込
冒
頭
に
書
か
れ
る
〇
印
は
、
本
文
の
〇
印
が
朱
で
書
か
れ
て
い
る
の
と
は
違
い
、
墨
で
書
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
朱
の
書
き
込
み
が
行
わ
れ
た
の
ち
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
墨
の
書
き
込
み
自
体
を
比
べ
て
も
、
筆
の
太
さ
が
違
っ

て
い
る
等
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
何
回
か
に
わ
け
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
二
〇
丁
裏
以
降
に
は
朱
の
書

き
込
み
を
墨
で
消
し
た
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
書
は
数
度
に
わ
た
っ
て
書
き
込
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
言
道
の
思
考
過
程
の
一
端
が
よ
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

翻
刻
凡
例

※
本
稿
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
ひ
と
り
ご
ち
』
大
隈
言
道
自
筆
稿
本
の
翻
刻
で
あ
る
。

※
翻
刻
に
あ
た
り
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
本
に
近
い
形
で
再
現
す
る
よ
う
心
が
け
た
。
た
だ
し
、
原
本
は
推
敲
な
ど
の
書
き
込
み
が
煩
雑

な
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
処
理
を
し
て
読
書
の
便
を
は
か
っ
た
。

・
冒
頭
の
内
題
（
元
表
紙
の
外
題
）
と
識
語
以
外
の
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
だ
が
、
読
み
や
す
さ
を
優
先
し
て
ひ
ら
か
な
で
翻
刻
し
た
。

・
改
行
は
／
で
示
し
た
。

・
本
文
の
右
傍
な
ど
に
書
か
れ
た
挿
入
文
・
推
敲
文
や
本
文
余
白
へ
の
小
書
書
込
な
ど
の
煩
雑
な
も
の
に
関
し
て
は〈　

〉内
に
入
れ
て
、

該
当
本
文
の
下
に
示
し
た
。
な
お
、朱
書
の
場
合
は
（
朱
）
と
示
し
た
。
た
と
え
ば
、朱
に
よ
る
右
傍
書
の
場
合
（「
該
当
本
文
」）
は
、

○
○
○
○
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「
該
当
本
文
〈
〇
〇
〇
〇（
右
朱
）〉」
と
す
る
。

・
濁
点
、
読
点
は
朱
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
（
朱
）
と
は
示
さ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
墨
色
が
朱
で
な
く

黒
で
あ
る
場
合
は
、
横
に
（
墨
）
と
示
し
た
。

・
項
目
ご
と
の
頭
に
あ
る
○
印
は
朱
で
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
（
朱
）
と
は
示
さ
な
か
っ
た
。

・
合
点
は
〽
（
庵
点
）
で
示
し
た
。

・
虫
喰
箇
所
は
□
で
示
し
、
判
読
が
で
き
る
場
合
は
、
□
内
に
元
の
字
を
示
し
た
。
ま
た
、
歌
学
大
系
等
に
該
当
箇
所
が
あ
る
場
合
は

参
考
に
し
た
。

・
墨
消
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
は
■
で
示
し
た
。

・
重
ね
書
き
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
、
元
の
字
を
判
読
で
き
た
場
合
は
（　

）
で
示
し
た
。

・「
～
ト
モ
」
や
「
コ
ト
」
は
、
合
字
一
字
で
書
か
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
と
も
」「
こ
と
」
と
示
し
た
。
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ひ
と
り
こ
ち　
　
　
　

」（
一
丁
表
。
元
表
紙
か
）

（
＊
以
下
、
識
語
以
外
の
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
だ
が
、
ひ
ら
か
な
で
翻
刻
し
た
）

○
僕わ
れ

か（
朱
）り

に
木
偶
人
形（
朱
）哥

と
号
たけ（
朱
）る

物
あ
り
、
魂
霊
た
ま
し
ゐ（
朱
）な

く
て
姿
も
意
も
／
昔
の
も
の
な
り
、
か
ゝ
る
歌
は
千
萬
首
よ
め
り
と
も
、
篭
に
て
水

を
（
重
書
）
汲
（
扱
）

が
ご
と
し
、
／
當い
ま
世の（
朱
）人
の
う
た
此
篭
を
不
レ

漏
は
す
く
な
し
、
し
か
る
に
是
木
偶
、
何
年
せ
ば
／
霊
や
た
ま
し
ゐ（
朱
）入
き
た
ら
ん
、

僕わ
れ（
朱
）
つ
ら
〳
〵
田
舎
人
の
う
た
を
見
る
に
、
木
偶
に
て
世
を
／
終
る
人
多
し
、
古
人
は
師
な
り
、
吾
に
は
あ
ら
ず
、
吾
は
天
保
の
民
な
り
、

／
古
人
に
は
あ
ら
ず
、
み
だ
り
に
古
人
を
執
す
れ
は
、
吾
身
何
八
、
何
兵
衛
、
／
な
る
事
を
忘
る
、
意
の
う
は
べ
の
み
、
大
臣
の
如
く

な
り
て
、
よ
む
う
た
／
さ
ぞ
尊
き
こ
と
に
て
も
あ
る
べ
け
れ
と
も
、
そ
は
賈
人
の
冠
袍
を
き
た
る
也
、」（
二
丁
表
）

　

全
く
真
似
に
て
、
歌
舞
妓
を
見
る
か
ご
と
し
、
或
う
た
よ
み
に
喩
し
て
曰
、
／
真
似
な
ら
は
易
き
物
、
歌
舞
伎
役
者
も
菅
丞
相
に
な
る

と
、
ま
こ
と
／
菅
相
公
た
ら
ん
と
欲
す
る
者
、
俳
優
の
如
く
せ
ん
や
、
又
古
歌
の
如
き
／
う
た
よ
ま
ん
と
す
る
者
、
藝
の
如
く
せ
ん
や
、

善
人
た
ら
ん
と
欲
せ
は
、
先つ心
よ
り
／
は
し
む
へ
し
、
善
歌
よ
ま
ん
と
欲
せ
は
、
先
心
よ
り
は
し
む
へ
し
、
心
を
種
と
し
て
、
／
吾
う

た
を
咏
す
る
に
、
俚
心
俗
意
、
も
と
よ
り
に
て
、
い
ま
た
風
姿
髣
／
髴
た
る
こ
と
を
不
得
、
年
を
経
月
に
わ
た
り
て
、
漸
に
す
こ
し
つ
ゝ

／
古
人
に
○

〈
〇

近
つ
く
、（
右
）〉
全
く
不
レ

似
を
以
て
、
古
人
に
ち
か
し
と
す
、
古
人
に
よ
く
に
た
る
」（
二
丁
裏
）

　

を
以
て
、
古
人
に
遠
し
と
す
、
古
歌
を
学
ふ
道（
マ
ゝ
）

、
の
い
と
〳
〵
は
る
か
／
な
る
を
知
へ
し
、
／

○
う
た
は
身
分
と
、
別
に
引
は
な
つ
も
の
に
は
あ
ら
ず
、
さ
れ
ど
今
人
／
の
う
た
は
、
人
事
と
別
ち
て
両
途
と
な
る
と
、
頼
山
陽
が
云
し

／
歌
ま
た

を
以
て
歌
と
す
と
い
へ
り
、
吾
兼
て
歌
と
云
物
を
讀
／
べ
か
ら
ず
と
云
、
此
謂
な
り
、
／



217 國學院大學図書館所蔵『ひとりごち』大隈言道自筆稿本 解題と翻刻

○
強
て
雅み
や（
朱
）びを

か
ざ
り
偽
は
ら
は
、
後
人
に
天
保
の
御
世
を
く
／
ら
ま
す
な
り
、
後
よ
り
顧
見
（
見
消
朱
）て

も
天
保
年
間
は
、
如
斯
あ
り
」（
三
丁
表
）

　

し
と
、
歌
の
趣
にいち
し
る
く
見
え
ん
、
（
朱
消
）社
、
哥
の
正
道
に
て
あ
ら
ま
ほ
し
き
／
わ
ざ
な
（
重
書
）

れ（
し
）、
も
と
よ
り
、
今
の
大
御
世
、
昔
に
す

ぐ
れ
た
る
こ
と
多
け
れ
は
、
／
偽
り
か
ざ
ら
は
、
た
ま
〳
〵
真
の
事
あ
ら
ん
も
、
偽
に
お
ち
て
、
口
惜
／
か
る
へ
し
、
昔
太
平
記
著
作

の
時
、
足
利
直
義
、
撰
者
玄
惠
／
に
語
て
、
自
ら
の
悪
事
を
し
る
せ
る
所
は
、
焼
失
す
へ
し
と
あ
り
し
に
、
／
玄
惠
か
曰
、
焼
べ
か
ら

す
、
さ
あ
ら
ば
後
代
の
人
、
又
焼
失
の
咎
を
／
記
せ
ん
、
願
く
は
公
の
政
道
正
し
か
ら
ん
事
を
と
い
ひ
し
、
ま
こ
と 

に
／
さ
あ
る
へ

き
こ
と
な
り
、」（
三
丁
裏
）

○
こ
の
木
偶
歌
を
見
る
に
、
詞
心
と
も
に
昔
の
人
の
物
な
れ
は
、
／
い
と
あ
は
れ
に
め
て
た
し
、
今
人
吾
意
を
よ
む
は
、
吾
物
な
れ
は
、

／
歌
か
ら
あ
し
く
、
詞
思
ふ
ま
ゝ
に
な
ら
て
、
あ
る
は
変
体とな
り（
重
書
）

（
る
）、
／
こ
と
や
う
な
る
歌
と
な
る
、
今
の
新
刻
鰒
玉
集
な
と
の
う
ち
、

／
こ
と
や
う
な
る
哥
多
し
、
こ
れ
は
木
偶
歌
よ
り
い
と
を
と
り
／
て
見
ゆ
れ
と
、
未
熟
の
な
す
と
こ
ろ
な
れ
は
、
年
を
経
て
宜
に
至
る

／
へ
し
、
か
の
木
偶
歌
は
、
是
よ
り
も
は
る
か
に
淺
学
に
て
、
い
」（
四
丁
表
）

　

ま
た
己
か
う
た
讀
ん
と
す
る
志
（
見
消
）〈
礎
（
右
）〉
さ
へ
無
な
り
、ま
こ
と
に
難
き
道
／
な
れ
は
、さ
や
う
に
古
人
の
や
う
に
、容
易
に
咏
ま
る
ゝ

も
の
に
は
あ
／
ら
す
、
己
れ
も
十
二
三
年
以
前
ま
て
は
、
此
木
偶
を
讀
て
そ
／
あ
り
し
、
こ
の
木
偶
歌
、
い
に
し
へ
の
集
に
入
て
も
、

ま
か
ふ
物
な
り
、
さ
／
あ
る
へ
き
理
な
り
、
し
か
る
に
古
人
に
ま
か
は
ゝ
、
夫
に
て
よ
ろ
し
か
る
へ
き
か
、
／
後
世
よ
り
見
て
わ
か
ち

な
く
は
、
夫
に
て
よ
ろ
し
か
る
へ
き
か
と
、
心
／
つ
き
し
よ
り
昔
の
集
と
も
を
、
よ
く
〳
〵
見
る
に
、
口
真
似
の
歌
も
」（
四
丁
裏
）
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見
え
ぬ
に
は
あ
ら
ね
と
、す
へ
て
は
新
正
な
る
物
に
て
、吾
咏
と
／
な
ら
ぬ
は
な
し
、秀句佳
句の
目
さ
ま
し
き
歌
は
、よ
く
人
の
目
に
○

〈
立

て
、（
右
朱
）〉
新（
朱
）正
／
な
る
こ
と
見
ゆ
れ
と
、
後
（
見
消
朱
）人
よ
り
は
何
の
事
も
な
き
や
す
ら
か
な
る
、
／
歌
に
、
新
正
あ
る
こ
と
○

〈
○

後
人
よ
り

は（
右
朱
）〉
甚
見
え
か
た
し
、
三
代
集
を
始
め
代
々
の
／
集
の
歌
の
内
に
、
此か
く（
朱
）何の
事
も
な
き
や
う
に
見
え
た
る
歌
に
、
／
新
正
あ
り
て
、

吾
物
な
る
こ
と
を
し
ら
は
、
道
に
ち
か
つ
き
た
り
と
／
思
へ
し
、
吾心神
の
止
る
と
止
ら
ぬ
と
に
あ
る
へ
し
、
月
花
に
も
目
の
／
と
ま
る

と
止
ら
ぬ
が
（
濁
点
墨
）あ
る
へ
し
、」（
五
丁
表
）

　

・
〽
わ
百
人
首（
朱
）

た
の
原
、
こ
き
い
て
ゝ
見
れ
は
、
久
方
の
、
雲
居
に
ま
か
ふ
、
沖
つ
白
波
、
／

　

こ
の
う
た
、
よ
く
古
体
を
よ
め
り
と
、
古
人
も
い
へ
り
、
か
の
形
ち
の
み
／
う
つ
せ
る
木
偶
の
類
な
ら
す
、
場
所
た
か
へ
る
を
知
へ
し
、

さ（
墨
消
）れ
は
こ
そ
／
古（
墨
消
）風
の
か
た
し
と
と
は
す（
し
カ
）れ
し
、
萬
葉
詞
の
み
に
て
作
る
う
た
は
、
心
は
／
今
の
卑
俗
に
て
、
か
の
町
人
の
衣
冠
な
る

を
、
こ
ゝ
ろ
つ
か
で
は
、
／
吾
も
古
人
の（
見
消
）〈

に
な
り
た
る（
右
）〉
心
地
す
へ
し
、
霊
魂
を
失
な
へ
る
時
な
り
、
／

　

・
〽
う
梅
園
一
枝（
朱
）

め
か
枝
に
春
と
鳴
つ
る
鶯
の
行
へ
も
見
え
す
雪
は
ふ
り
つ
ゝ
／

　
　
　
　
〈
言
道
曰
一
二
の
句
調
今
少
し
と
思
こ
と
あ
れ
と
そ
は
こ
ゝ
に
云
か
た
し（
左
）〉」（
五
丁
裏
）

　

こ
の
う
た
い
と
あ
は
れ
に
め
で
た
し
、
彼
木
偶
な
ら
ず
、
さ
れ
と
／
木
偶
の
う
た
よ
み
よ
り
見
て
は
、
あ
は
れ
な
る
の
み
に
て
○

〈
○

其

場
所
か
は
れ
る
に（
右
）〉
見
え
ぬ
／
所
あ
る
へ
し
、
そ
の
差
別
己
れ
も
十
ヶ
年
ば
か
り
こ
そ
見
出
／
た
れ
、〈（
余
白
書
込
）

桂
園
一
枝
の
哥
／

大
ぬ
さ
の
内
／
○（
墨
）す

へ
て
在
ふ
り
た
る
こ
と
を
よ
む
へ
し
と
い
ふ
は
初
心
に
を
し
ゆ
る
一
端
に
し
て
さ
る
は
初
学
の
人
一
ふ
し
を
い
は

ん
と
／
す
る
時
は
忽
調
み
た
れ
理
り
と
ほ
ら
さ
る
に
い
た
る
か
故
な
り
此
叟
た
ち
は
是
を
学
ひ
て
よ
し
さ
れ
と
／
ま
こ
と
は
珍
ら
し
か

ら
す
ふ
り
た
る
所
を
の
み
学
へ
け
ん
や
〉
／
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○
無
情
の
物
に
、
心
を
あ
ら
せ
て
詠
が
、
歌
の
例
な
り
と
云
事
、
／
あ
ら
ぬ
教
さ
ま
な
り
、
何
そ
わ
さ
と
意
を
あ
ら
せ
ん
や
、
己
か
／
今

日
の
言
語
に
氣
の
つ
か
ぬ
を
し
へ
さ
ま
な
り
、
心
を
あ
ら
せ
／
と
云
が
う
た
を
作
る
よ
り
の
を
し
へ
な
り
、
／
〈（
余
白
書
込
）

○（
墨
）一
首
の
上

を
不
解
し
て
め
く
ら
と
が
（
濁
点
墨
）め
に
咎
む
る
は
い
か
ゞ
（
濁
点
墨
）〉」（

六
丁
表
）

○
近
世
詞
の
延へ

約め

と
云
事
あ
り
、
こ
れ
も
前
条
に
同
し
こ
と
に
て
同
／
し
く
は
の
び
（
濁
点
墨
）ち

ゝ
み
と
云
へ
し
、
己
世
々
の
人れ
私
に
詞
を
の
べ
た
り
ち
ゞ

め
た
／
り
す
べ
け
ん
や
、
自
ら
伸
た
り
、
縮
み
た
り
す
る
な
り
、
近
世
の
国
学
／
家
、
み
た
り
に
延
約
を
云
も
、
あ
た
ら
ず
こ
と
多
か

る
へ
し
、
／

○
う
た
を
咏
者
は
、冠
を
着
た
る
心
に
て
よ
む
へ
し
と
云
い
を
／
し
へ
た
る
人
あ
り
、こ
れ
も
道
に
と
り
て
妨
あ
り
○〈
さ
る
へ
き
理
な
し
、

（
右
）〉
貴
人
は
貴
人
、
／
下
賤
は
下
賎
、
世
人
は
世
人
、
隠
逸
人
は
隠
逸
人
、
老
、
弱
、
男
／
女
、
皆
別
々
に
己
れ
か（
見
消
）〈
相
應
の（
右
）〉
う

た
あ
る
べ
け
れ
は
な
り
、
／
〈（
丁
を
ま
た
が
り
、
下
方
余
白
書
込
）

又
稽
古
に
は
女
にな
り男

に
な
り
老
に
な
り
少
に
な
り〇
物
に
か
は
り
て
よ
む
こ
と
／
古

今
同
し
／
そ
れ
は
そ
の
／
か
は
り
／
た
る
／
事
を
／
端
書
／
に
／
す
へ
し
〉」（
六
丁
裏
）

○
五
雜
爼
と
云
書
に
、
書〇
画
中
の
人
に

法
を
論
す
る
所
に
曰
、
畫
に
似
せ
ん
と
欲
／
す
る
も
の
は
こ
ゝ
を
去
こ
と
い
よ
〳
〵
遠
し
と
い
へ
り
、
又
曰
こ

れ
は
ひ
と
り
／
書
家
の
み
に
あ
ら
す
、
画
家
、
詩
歌
、
文
章
家
、
皆同し
と
い
へ
り
、
／
う
た
も
又
さ
る
こ
と
な
り
、〈（
下
余
白
書
込
朱
）性
は
相

近
習
は
相
違
〉
／

　
　
　

○
周
南
峰
之
詩
／

　

閑
閲
風
騒
萬
巻
詩　
　

 

拈
レ

花
摘
レ

葉
尚
二

新
奇
一

／

　

莫
レ

嫌
句
裏
無
二

唐
律
一　

唐
句
吟
成
不
レ

入
レ

時
／
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此
詩
い
か
に
も
感
す
る
に
堪
た
り
、
さ
れ
ど
新
奇
の
み
求
む
る
を
、」（
七
丁
表
）

　

わ
ざ
に
し
て
止
ま
ら
ん
や
、
吾
心
の
置
所
さ
だ
ま
り
た
る
上
は
、
是
／
よ
り
こ
そ
己
か
嗟
歎
と
歌
と
ひ
と
し
く
な
ら
ん
の
場
所
に
出
／

た
る
な
く（
見
消
）さ

れ
は
、
今
の
歌
よ
き
こ
と
い
ま
た
す
く
な
し
、
何
そ
／
こ
の
ま
ゝ
に
て
や
ま
ん
や
、
／

○
己
れ
か
う
た
を
卑
し
と
い
ふ
人
あ
り
、
下
賤
な
れ
は
さ
も
在
／
へ
し
、
又
異
体
な
り
と
云
人
あ
り
、
さ
る
歌
も
あ
る
へ
し
、
皆
未
熟
／

の
致
す
所
な
れ
は
是
非
も
な
し
、
然
る
に
己
が
心
を
咏
じ
て
、
古
人
に
／
向
は
ん（
重
書
）

（
し
）の
志
あ
る
人
、
此
所
を
不
過
し
て
、
直
渡
す
る
梯

あ
ら
ん
や
、」（
七
丁
裏
）

　

己
れ
い
ま
た
其
近
道
を
し
ら
ず
、
す
へ
て
世
中
の
諸
道
、
／
近
道
と
云
物
な
し
、
む
だ
道
な
き
を
こ
そ
善
と
は
す
へ
き
事
な
れ
、
／
此む

道た

を
経
す（
見
消
）し

〈
す
し（
右
）〉
て
行
事も（
朱
）

、
い
と
難
き
○

〈
○

こ
と
な
り
、（
右
）〉
凡
て
さ
る
人
も
、
世
に
／
あ
る
へ
か
ら
す
、
菜
摘
水
汲
仕
へ
て

こ
そ
、
法
華
経
も
得
し
／
と
こ（
見
消
）そ

拾
遺
集
に
も
よ
み
た
れ
、
木
偶
歌
を
よ
み
て
心
を
／
安
ん
し
た
る
人
、
己れ
が
心
を
よ
ま
ば
、
忽
ち
吾
（
墨
消
）

う
た
よ
り
も
卑
／
し
き
う
た
出
來
、
わ（
墨
消
）か
う
た
よ
り
も
〈
忽
ち（
右
）〉
異
体
な
る
う
た
出
來
、」（
八
丁
表
）

　

ざ
ら
ん
や
、
哥
の
道
は
公
に
て
、
哥
は
私
も
の
な
り
、
思
慮
を
加
へ
／
左
右
の
善
凶
を
顧
て
さ
て
其
後
に
、
云
（
重
書
）（

作
）出
（
摺
消
）

る
物
に
は
あ
ら
す
、

／
物
に
觸
事
に
よ
り
て
即　

に
感
發
す
る
、
咏
歎
な
り
、
／
詞
の
近
古
な
ど
を
撰
む
い
と
ま
あ
ら
ん
や
、
今
日
獨
言
し
て
／
う
そ
ふ
き

あ
る
く
が
歌
の
元
な
れ
は
、
歌
を
以
て
歌
と
す
る
と
／
は
天
地
の
た
か
ひ
あ
る
を
知
へ
し
、
京
師
香
川
景
樹
か
云
、
／
歌
は
思
慮
を
加

へ
き
物
な
ら
ね
は
い
に
し
へ
に
似
せ
ん
と
す
る
」（
八
丁
裏
）

座
器
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い
と
ま
あ
ら
ん
や
、
吾
こ
れ
を
似
せ
た
ら
ば
、
や
が
て
飾
れ
る
偽
の
み
、
／
又
似
せ
ん
と
し
て
似
へ
き
物
な
ら
ん
や
、
是
を
似
た
り
と

お
も
へ
る
、
／
い
と
あ
ち
き
な
し
、
今
の　

大
御
世
の
風
は
、
后
の
御
世
に
う
つ
／
ら
ん
后
こ
そ
、
あ
き
ら
か
に
は
、
回か
へ
り
み（
朱
）

頭
ら
れ
ん
と

い
へ
り
、
ま
こ
と　

に
／
し
か
な
り
、
／

○
鈴
屋
翁
の
、
う
ひ
山
ふ
み
に
、
歌
の
論
有
、
其
論
う
た
を
／
作
り
物
に
ゆ
る
し
た
る
趣
な
れ
は
、
己
れ
は
と
ら
す
、
い
か
に
も
後
世
／

作
り
物
に
落
た
れ
と
、
其
作
る
と
云
う
ち
に
別
ち
あ
り
、
根
よ
り
」（
九
丁
表
）

　

う
た
不
レ

作
し
て
出
来
る
物
な
ら
ん
や
、
三
十
一
字
の
か
き
り
あ
れ
は
、
／
自
忽（
見
消
朱
）と〈

然
に（
右
朱
）〉
あ
ら
は
れ
出（
見
消
朱
）ぬ物

と
云
こ
と
は
〈
ぬ

物
な
る
こ
と
は（
右
朱
）〉
論
も
な
け
れ
ど
、
前
に
云
自
／
然
の
ひ
と
り
言
な
ど
は
今
い
は
ん
と
て
か
ま
へ
て
い
ひ
出
る
物
に
／
も
あ
ら
す
、

自
が
誠
忠
よ
り
ふ
と
云
出
る
な
れ
は
、
自
然
の
物
と
云
／
へ
し
、
其
獨
言
則
ち
咏
嗟
な
れ
は
、
哥
な
り
、
是
は
こ
れ
作
り
／
物
に
は
あ

ら
す
、こ
ゝ
が
う
た
の
根
元
な
れ
は
、其
意
を
す
て
ゝ
／
作
り
も
の
に
ゆ
る
し
て
は
、本
意
を
う
し
な
ふ
な
り
、譬
へ
未
／
熟
の
内
○

〈
い

ま
だ（
右
朱
）〉、
作
り
物
を
為し（
朱
）な
ら
○

ふ
（
見
消
）〈

○

ふ
程
（
墨
消
）（

右
）〉
に
も
、
此
本
旨
をこ
ゝ
ろ
が
け
失
は
ず（
墨
消
）し
〈
ざ
ら
ん（
右
）〉」（
九
丁
裏
）

　

て
（
墨
消
）こ

そ
、
年
を
経
て
妙
處
に
い
た
ら
ん
の
道
は
ふ
み
別
け
め
、
／
か
の本
居
のう

ひ
山
ふ
み
に
云
る
（
墨
消
）へ

る
か
如
く
、
後
世
に
至
り
て
實
情
を
／

よ
め
る
は
、
百
に
一
つ
も
有
難
く
、
皆
作
り
事
に
な
れ
ゝ
は
、
作
る
／
へ
し
と
云
て
、
此
度
は
新
体
の
う
た
、
此
度
は
古
体
の
う
た
、

／
御
望
な
ら
は
、
い
く
つ
に
て
も
古
体
を
作
ら
ん
な
ど
ゝ
云
て
は
、
／
作
り
物
に
堕
落
せ
り
、
す
べ
て
か
ゝ
る
こ
と
、
哥
の
上
に
あ
る

こ
と
／
た
め
し
な
し
、
此
度
は
何
の
体
な
と
ゝ
か
ま
へ
ず
し
て
近
古
の
體
、
／
う
ち
ま
ち
（
見
消
）〈

し（
右
）〉
り
て
出
來
る
ぞ
自
ら
な
る
、
真ま
め（
朱
）目

な
る
時
は
、
真
目
」（
一
〇
丁
表
）
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な
る
哥
出
来
、
滑
稽
な
る
時
は 

迺
落
な
る
う
た
、
か
の
俳
諧
／
な
ど
雜
り
て
出
来
る
が
自
然
な
り
、
俳
諧
と
て
別
に
し
る
し
／
集
め

た
る
は
、
撰
集
の
時
の
事
に
こ
そ
あ
れ
○

〈
○

又
彼（
右
朱
）〉
か
の
う
ひ
山
ふ
み
に
／
い（
見
消
）へ
〈
云（
右
）〉
る
、
今
人
實
情
の
ま
ゝ
に
よ
む
を
よ

し
と
せ
は
、
今
人
は
今
の
／
世
俗
の
う
た
ふ
や
う
な
る
う
た
を
こ
そ
、
よ
む
へ
け
れ
と
云
へ
り
、
／
是
は
譬
へ
を
よ
く
え
さ
る
言
な
り
、

世
俗
の
う
た
ふ
歌
中
々
に
／
あ
は
れ
に
て
、
作
り
も
の
よ
り
よ
ろ
し
き
哥
い
く
つ
と
も
な
し
、
／
つ
た
な
け
に
人
お
も
ふ
ら
め
と
、
／

　
　

〽
く
も
ら
は
く
も
れ
箱
根
山
は
れ
た
と
て
於
江
戸
が
見
」（
一
〇
丁
裏
）

　

ゆ
る
て
は
な
し
、
な
と
謡
ふ
は
、
調
も
自
ら
な
り
て
、
は
た
秀
句
／
な
ら
す
や
、
こ
の
秀
句
も
、
歌
○

〈
詞（
右
朱
）〉
に
も
と
め
て
本
旨
を

得
る（
重
書
）

（
ん
）

や
（
墨
消
）〈

こ
と（
右
）〉
／
な
し
、
自
然
の
嘆
語
に
あ
る
こ
と
な
り
、
秀
句
の
こ
と
は
後
に
い
へ
り
、
／

○
俗
人
は
俗
を
以
て
せ
す
ん
は
不
尊
、
雅
人
は
雅
を
以
て
せ
す
ん
て
不
尊
、
事
物
好
／
悪
、
雅
俗
に
よ
つ
て
人
情
反
覆
す
、
野
人
の
争
論

は
、
野
人
の
長
な
と
の
判
を
よ
く
／
き
く
へ
し
、
賢
者
の
判
耳
に
入
か
た
し
、
君
子
小
人
自
ら
好
悪
を
異
に
す
る
な
り
、
歌
も
／
達
不

達
に
て
善
凶
こ
と
な
る
こ
と
多
し
、〈（
余
白
書
込
）

○（
墨
）月

花雨
露草

木
の
あ
は
れ
を
も
現
に
見
し
ら
て
歌
の
上
の
み
に
て
人
の
歌
の
吉
凶
／
を
云

は
た
か
ふ
／
こ
と
あ
ら
ん
／
○（
墨
）初
心
を
も
て
己
達
を
う
か
ゝ
ふ
は
大
や
う
違
こ
と
／
多
し
と
景
樹
も
い
へ
り
〽
山
の
は
に
棚
引
し
つ
む

白
雲
の
上
よ
り
出
秋
の
よ
の
月
／
〽
棚
引
切
れ
し
み
ね
の
よ
こ
□
□
／
わ
か
う
た
よ
む
人
な
ら
て
は
う
た
の
論
は
し
が
（
濁
点
墨
）た

し
〉
／

○
江
府
平の
春
海
が
或
人
と
爭
へ
る
来
復
の
文
章
に
、
さ
る
あ
ら
そ
ひ
が
ま
し
／
き
こ
と
は
せ
し
、
月
花
を
見
る
身
の
い
か
で
物
あ
ら
が
ひ

は
得
せ
し
と
い
へ
る
文
あ
り
、」（
一
一
丁
表
）

　

あ
ら
そ
ひ
が
ま
し
き
こ
と
は
、
せ
ぬ
か
よ
き
は
元
よ
り
云（
見
消
）も

さ
ら
な
り
、
然
る
に
此
月
花
を
見み
（
身
（
重
書
）

）る
／
身
と
あ
る
が
な
へ
て
○

〈
哥
人

は（
右
）〉
隠
逸
家
に
な
り
な
ん
と
す
、
歌
は
さ
る
物
に
て
は
無し
、
前さ
き

に
も
い
へ
る
か
如
、
／
謝
家
は
謝
家
、
世
家
は
世
家
、
貴
、
賤
、
老
、

は
、
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少
、
男
、
女
、
自
ら
わ
か
れ
て
己
れ
が
ま
に
〳
〵
／
歌
あ
る
へ
き
な
り
、
是
は
己
れ
か
い
ま
（
墨
消
）

た
し
ら
ぬ
道
の
上
な
れ
と
、
去
来
と
云
人

の
句
に
、
〽七
部
集何
事
ぞ
／
花
見
る
人
の
長
刀
と
い
へ
る
は
、
己れ
言
道
が
行躬

に
ゝ
て
、
己
れ
か
意
に
は
た
か
へ
り
、
何
そ
／
花
見
る
は
隠
逸

者
の
み
の
わ
ざ
な
ら
ん
や
、
鎧甲
冑な
か
ら
も
花
を
見
る
へ
し
、
明
日
の
死
を
決
し
／
た
る
兵
と
も
、
陣
營
な
と
に
あ
る
花
を
見
ば
い
か
に

あ
は
れ
な
ら
ざ
ら
ん
○〈
○

今
も
咏
嘆
の
趣
向
出
ん
と
す
る
に
は
あ
ら
す
や（
右
）〉
亦
凱
歌
な
ど
に
も
、
月
花
／
を
○

〈
な
と
か（
右
）〉
う
た
は

さ
ら
ん
、
田
廬
な
と
の
農
夫
は
躶
に
て
も
月
を
見
る
へ
し
、
こ
は
皆
世
人
の
さ
ま
な
り
、
／
隠
逸
家
は
・
〽
月
七
部
集

見
せ
ん
ふ
し
み
の
城

の
捨
廓　

こ
れ
は
兵
革
を
う
と
ん
じ
て
無
用
」（
一
一
丁
裏
）

　

な
り
と
思
よ
り
、
そ
の
軍
あ
り
つ
る
城
の
捨
廓
に
て
○

〈
○

こ
ち
ら
は（
右
）〉
月
見
せ
ん
と
云
、
わ
か
ち
あ
る
に
は
あ
ら
ず
や
、
／

　

亦
・
〽
去
来

秌
風
や
し
ら
き
の
弓
に
絃
は
ら
ん
と
い
へ
る
は
〈
○

俳
諧
者
流（
右
朱
）〉
隠
逸
家
（
見
消
朱
）の
〈
ら
し
き（
右
朱
）〉
句
と
も
不（
朱
）
レ

見
め
づ
ら
し
、
／

な
へ
て
俳（
見
消
朱
）諧者

流
〈
の
人（
右
朱
）〉
如
意
と
云
物な
どを

、
す（
見
消
）へ

て
も
た
ら
ん
や
う
に
の
み
な
り
て
は
い
か
ゝ
、
此
句
は
／
し
か
ら
す
、
ま

た
・去
来〽
鴨
な
く
や
弓
矢
を
す
て
ゝ
十
五
年 
と
云
へ
る 

隠
居
し
て
年
経
た
る
／
昔
時
を
鴨
の
声
に
思
い
で
ゝ
己
れ
か今
の身
の（
見
消
）過
こ
し
さ

ま
を
〈
を（
右
朱
）〉
思
ふ
、
い
と
あ
は
れ
な
り
、
俳
諧
は
／
も
と
歌
と
同
し
さ（
見
消
）ま
〈
意（
右
）〉
に
あ
る
へ
き
も
の
な
る
べ
け
れ
は
、
一
つ
の

門
を
立
て
は
家
の
内
せ
ば
く
や
／
なり
な
ん
、
す
へ
て
風
雅
と
云
事
を
隠
遯
家
に
か
き
り
た
る
名
と
思
へ
る
は
、
何
も
不
知
人
（
見
消
）の

／
心
な

り
、
／

○
う
た
は
人
情
を
云
て
別
に
物
な
し
、
も
と
よ
り
前
に
も
い
へ
る
如
く
、
左
右
を
顧
て
」（
一
二
丁
表
）

　

工
夫
し（
墨
消
）た

〈
す（
右
）〉
る
○

〈
筈
の（
右
）〉
も
の
な
ら
ね
は
、
う
た
の
道
は
か
や
う
な
と
ゝ
云
こ
と
さ
ら
に
な
し
、
皆
人
情
／
な
り
、
故
に

漢
意
な
る
と
て
己
れ
か
真
心
な
ら
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
、
佛
意
な
り
と
て
／
己
か
心
な
ら
は
さ
く
へ
き
に
あ
ら
す
、
漢
（
見
消
朱
）意
佛
意
を
さ
く
る
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は
国
学
家
の
身
に
こ
そ
／
な
（
見
消
朱
）る

へ
け
れ 

漢
意
佛
意
を
さ
け
、
さ
て
う
た
を
よ
ま
は
、
自
ら
大
御
国
風
の
う
た
も
／
出
来
さ（
見
消
）ま

し
を
〈
ぬ

ら
め
と（
右
）〉、
い
（
見
消
朱
）た
く
〈
吾
国（
右
朱
）〉
昔
よ
り
儒
佛
を
用
ひ
た
ま
ひ
、
今
世
人
そ
れ
に
そ
み
て
生れ
た
る
／
民
な
れ
は
、
そ
れ
を
除
く
と
云

こ
と
あ（
墨
消
）る
べ
き
こ
と
な
ら
ず
〈
え
か
た
し（
右
）〉、
亦
除
か
る
べ
き
こ
と
に
も
あ
ら
ず
、
何
事
も
／
時
の
政
に
ま
か
せ
て
、
左
右
の
尊
卑

事
物
の
善
凶
も
さ
た
ま
る
こ
と
な
れ
は
、
世
に
ま
か
せ
て
、
／
此
う
た
の
さ
ま
も
心
得
べ
き
な
り
、
其
世
の
あ
や
ま
り
は（
重
書
）

（
に
）其
世
の
あ

や
ま
り
に
て
、
哥
／
人
の
あ
つ
か
る
所
に
は
あ
ら
す
、
呼
子
鳥
が
猿
な（「
ら
」に
濁
点
）

ら
は
さ
る
に
て
も
よ
し
、
わ
か
り
き
た
ら
は
其
時
／
よ
み
も
な

ほ
す
べ
し
、」（
一
二
丁
裏
）

○
水
鶏
の
か
と
た
ゝ
く
と
よ
め
る
は
、
も
と
人
ま
つ
人
の
心
よ
り
か
の
鳥
の
な
く
声
／
さ
へ
、
人
の
門
た
ゝ
く
か
と
き
ゝ
な
せ
る
な
り
、

さ
る
こ
ゝ
ろ
を
失
な
へ
る
哥
、
今
／
の
世
に
多
し
、
つ
ゝ
り
さ
せ
と
云
虫
も
、
衣
と
も
し
き
人
の
秋
の
寒
く
な
る
に
／
よ
り
て
、
虫
さ

へ
つ
ゝ
り
さ
せ
と
云
か
と
き
ゝ
た
る
な
り
、
二
つ
な
か
ら
そ
の
／
本
意
を
う
し
な
ひ
て
は
、
よ
む
意
違
へ
し
、
／

○
う
た
を
頻
り
に
よ
ま
ん
と
し
、
風
流
を
し
き
り
に
せ
ん
と
思
ふ
は
、
花
に
面
を
付
て
／
見
る
に
ひ
と
し
、
餘
り
に
立
入
過
て
見
え
か
た

し
、
前
に
有
地
を
と
り
て
見
ね
は
、
／
花
の
あ
は
れ
も
、
人
の
よ
し
あ
し
も
、
見
え
か
た
し
、
古
人
と
立
な
ら
ひ
た
る
お
も
ゝ
ち
／
し

て
、
風
雅
を
す
れ（
見
消
朱
）と〈

る
は（
右
朱
）〉、
こ
れ
は
湯
の
沸
あ（
濁
点
墨
）

が
れ
る
が
（
濁
点
墨
）如

く
、
ま
こ
と
の
と
り
ど
（
濁
点
墨
）め

は
い
と
」（
一
三
丁
表
）

　

す
く
な
し
、
そ
の
わ
づ
か
殘
れ
る
所
、
己
か
ま
こ
と
持
前
の
風
雅
な
り
、
強
て
／
風
雅
を
作
り
添
た
る
は
、
的
切
な
る
う
た
も
出
来
ぬ

事
な
り
、
木
偶
歌
と
、
／
真
の
歌
と
の
境
、
此
所
に
在
へ
し
、
真
の
風
雅
は
己
か
本
心
を
先
と
し
て
、
／
月
花
の
惜
き
情
を
悟
り
、
杜

觸（
見
消
）〈

鵑（
右
）〉
の
を
も
し
ろ
か
ら
ぬ
声
も
、
あ
は
れ
に
な
り
、
／
霞
を
あ
は
れ
み
、
露
を
か
な
し
む
（
見
消
）〈

み
、（
右
）〉
昔
人
の
あ
く
か
れ
し
も

宜
な
り
と
、
ま
こ
と 

知
／
時
ぞ
自
ら
の
風
雅
心
に
は
基
き
ぬ
へ
き
、
唯
う
た
は
花
月
を
誉
は
や
す
／
も
の
と
心
得
た
る
は
、
ま
た
し
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き
程
の
こ
ゝ
ち
な
り
、
／

○
博
多
福
岡
に
す
み
な
が
ら
、
其
地
を
よ
め
る
う
た
當
世
す
く
な
き
は
何
そ
、
／
博
多
と
よ
め
る
哥
、
續
風
土
記
に
も
數
々
見
え
た
る
を
、

し
ら
ざ
ら
ん
や
、
福
岡
と
／
唱
へ
は
し
め
た
ま
へ
る
、
名
を
お
き
て
、
福
崎
な
ど
ゝ
書
人
あ
ら
ぬ
心
得
な
り
、」（
一
三
丁
裏
）

○
英
一
蝶
か
画
、
徹
書
記
か
哥
な
ど
、
其
世
に
て
異
体
と
い
へ
る
／
沙
汰
あ
り
、
師
に
少
し
も
か
は
ら
ず
も
の
せ
ん
と
思
人
な
る
ま
じ
け

れ
は
、
然
か
／
あ
る
こ
そ
吾
物
な
る
へ
け
れ
、
今
の
禅
宗
も
わ
た
り
こ
し
は
じ
め
は
、
達
磨
／
宗
と
て
あ
ら
ぬ
物
の
譬
に
も
せ
り
、
無

　
レ

宗
是
宗
な
ど
ゝ
い
ひ
て
、
／
い
と
心
高
き
も
の
を
、
目
な
れ
た
る
物
の
異
物
な
る
に
は
心
が
つ
か
で
、
／
新
な
る
も
の
ゝ
宜
を
も
、

異
物
と
い
ひ
（
重
書
朱
）

（
ゝ
）な
す
世
な
り
、
う
た
も
又
／
し
か
り
、
／

○
小
倉
殿
人
、
丹
羽
相
馬
と
云
人
き
た
り
て
、
吾
に
か
た
ら
ひ
け
る
／
時
、
ま
づ
あ
る
○

〈
人
の（
右
朱
）〉
と
こ
ろ
に
立
よ
り
て
、
己
れ
が
在

所
を
た
つ
ね
つ
る
に
、
／
そ
こ
の
主
人
、
う
た
よ
む
人
に
て
、
相
馬
に
問
て
云
、
君
が
う
た
は
新
体
」（
一
四
丁
表
）

　

か
古
体
か
と　

相
馬
い
は
れ
け
る
に
は
、
新
体
か
古
体
か
と
問
れ
て
は
、
／
い
は
ん
す
べ
な
き
や
う
な
れ
ど
、
強
て
い
は
ゝ
、
新
体
に

て
も
あ
る
へ
し
、
と
／
い
ひ
き
と
己れ（
朱
）

に
か
た
ら
れ
た
り
、
世
に
早
く
よ
り
、
新
体
、
古
体
と
云
こ
と
、
／
や
ゝ
云
來
れ
と
も
、
今
は
さ

る
詞
い
ひ
か
た
き
時
に
な
り
て
、
物
事
ひ
／
ら
け
た
れ
は
、
問
さ
ま
の
不
調
法
な
る
故
、
右
の
答
あ
り
、
か
の
二
條
家
／
冷
泉
家
と
、

復
古
の
古
言
家
の
哥
は
、
新
体
古
体
と
い
は
て
は
、
／
言
や
す
か
ら
ね
は
、
左
も
云
へ
き
を
、
君
の
哥
は
新
体
か
、
古
／
体
か
と
云
時

は
、
新
体
と
い
は
ず
し
て
、
何
ぞ
、
己
れ
天
保
の
民
な
（
見
消
朱
）る

〈
の（
右
朱
）〉
／
哥
な
る
を
や
、
何
も
今
な
る
物
を
、」（
一
四
丁
裏
）

○
香
川
景
樹
が
集 

桂
園
一
枝
、
己
八
九
年
前
書
肆
に
て
／
ふ
と
見
し
に
、
其
名
に
目
が
つ
か
で
、
凡
人
の
集
な
ら
め
と
あ
な
づ
り
／
た
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る
を
、
今
よ
く
熟
讀
す
る
に
、
古
人
に
お
と
れ
る
こ
と
莫
太
な
れ
ど
〈
に（

墨
消
）て

あ
し
き
う
た
も
〉、
今
人
に
／
ま
さ
れ
る
こ
と
百
倍
な
り
、

こ
れ
も
な
み
〳
〵
の
目
に
て
は
、
見
え
か
た
か
ら
／
ん
か
、
○

〈
あ
し
き
う
た
も
あ
れ
と（
右
）〉
田
舎
人
は
古
歌
に
引
く
ら
へ
て
論
じ
、

凡
人
を
聖
賢
に
比
／
し
て
褒
貶
す
、
熊
澤
了
介
の
い
へ
る
凡
女
を
以
て
賢
女
た
ら
ん
と
／
す
と
云
に
こ
と
な
ら
す
、〈（
余
白
行
間
書
込
）○

か（
墨
消
）■

■
あ
し
き
う
た
も
あ
る
へ
し
〈
今
の
う
た
を
以 

今
の
う
た
に
比
し
て
／
優
劣
を
見
よ
古
人
の
を
以
今
の
う
た
を
／
見
る
は
／
己
か
こ

の
み
高
ふ
り
た
る
○

〉
○

杓
子
定
木
な
り
〉
此
集
の
序
に
景
樹
か
い
へ
る
ご
と
く
、
今
し
ば
し
／
の
齢
あ
ら
は
、
寛（
見
消
）平
延
喜
の
〈
古
今
集

比
の（
右
）〉
お
も
か
げ
に
似
た
ら
ん
物
も
、
ま
れ
〳
〵
に
は
／
い
て
く
る
こ
と
も
あ
り
な
ん
○

〈
も
の
を
老
果
た
る
を（
右
）〉
と
悔
歎
き
た

る
〈（
行
間
余
白
書
込
朱
）

景
樹
な
と
は
古
今
集
な
と
を
か
く
難
き
こ
と
に
い
へ
り 

田
舎
人
は
古
今
集
に
も
易
く（
朱
）

ち
か
つ
／
き
た
る
面
も
ち
な
り 

さ
る
こ
と
あ
る
へ
か
ら
す
〉
ま
こ
と
に
さ
る
べ
き
こ
と
に
て
、
／
田
舎
人
の
古
人
に
直
付
け
す
る
と
は
、
雲
泥
の
相
違
な
り
、
何
ぞ
」

（
一
五
丁
表
）

　

古
今
集
な
ど
の
丸
似
せ
ゝ
ん
に
、
景
樹
か
ち
か
ら
に
て
、
田
舎
人
に
お
と
／
ら
ん
や
、
哥
の
難
き
こ
と
を
思
へ
し
、
今
の
古
言
家
ま
た

し
き
人
は
、
定
家
／
家
隆
卿
も
、
萬
葉
の
風
は咏
得
玉
は
ず
し
て
、
さ
る
体
を
よ
み
た
ま
へ
り
と
思
／
へ
る
は
を
さ
な
し
、
時
に
似
げ
な

き
を
餘
（
見
消
朱
）〈

の
そ（
右
朱
）〉き
て
そ
の
世
の
体
に
て
よ
み
玉
／
へ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
、
拾
遺
集
に
、
萬
葉
を
和
せ
る
と
云
う
た
見
え
、
／
新

古
今
に
も
、
萬
葉
を
直
し
て
い
れ
ら
れ
た
る
は
、
有
ま
じ
き
こ
と
な
が
ら
、
／
既
に
う
た
の
体
世
々
に
順
格
（
見
消
朱
）〈

さ
ま（
右
朱
）〉見
え
た
り
、

夫
に
な
ま
〳
〵
し
き
古
言
／
家
、
う
た
を
の
み
萬
葉
古
今
に
偽
り
に
せ
て
、
古
人
に
こ
え
た
り
と
す
、
／
わ
ら
ふ
に
堪
た
る
こ
と
と
も

な
り
、」（
一
五
丁
裏
）

○
心
の
す
き
ゝ
ら
ひ
を
以
て
、
物
の
吉
凶
を
云は（
朱
）
あ
や
ま
り
な
り
、
譬
へ
は
、
今
の
／
京
画
を
嫌
ふ
人
あ
り
と
も
、
そ
の
京
画
よ
き
は
よ
き
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な
り
、
狩
野
家
／
の
画
よ
し
と
も
そ
の
画
よ
（
見
消
）〈

あ
し（
右
）〉
き
は
あ
し
き
な
り
、
歌
も
同
し
く
、
人
に
に
て
風
は
／
た
か
へ
と
、
よ
き
は

よ
し
、
唯
吾わ
か（
朱
）好
む
所
を
以
て
、
世
間
の
廣
き
物
の
／
善
凶
を
、
定
む
る
こ
と
な
か
れ
、
世
間
の
人
己
が
好
む
か
た
に
譽
な
し
て
吉
凶

を
云
こ
と
常
な
り
／

○
う
た
は
を
さ
な
か
れ
と
云
こ
と
、
昔
よ
り
の
を
し
へ
あ
り
、
さ
れ
ど
、
／
う
た
の
み
を
、
幼
な
く
よ
む
に
は
あ
ら
し
、
す
べ
て
此
を
さ

な
き
は
、
人
／
の
實心（
朱
）
な
れ
は
、
今
日
の
言
語
に
、
心
を
付
て
き
く
へ
し
、
い
か
な
る
人
も
、
を
さ
／
な
き
こ
と
を
云
、
是
則
哥
の
を
さ

な
き
な
り
、
吾
身
と
引
き
は
な
た
ず
し
て
、」（
一
六
丁
表
）

　

直
語
を
以
て
う
た
を
よ
ま
は
、
を
さ
な
き
言こ
と
は（
朱
）

、
眼
前
に
あ
る
へ
し
、
／

○
伊
勢
人
、
荒
木
田
久
守
、
己
が
う
た
を
見
て
、
な
ど
軆
を
／
同
じ
く
は
よ
ま
ぬ
と
い
ひ
き
と
、
同
し
伊
勢
人
の
か
た
り
き
、
さ
る
／
こ

と
も
有
べ
し
い
か
さ
ま
同
じ
体
に
の
み
よ
み
た
き
こ
と
な
れ
ど
、
自
ら
／
ま
じ
は
る
に
（
見
消
）〈

は（
右
）〉
近
古
に
習
た
る
故
な
り
、
古
今
集
秌

の
哥
忠
岑
／

　
　

〽
山
ざ
と
は
秋
こ
そ
こ
と
に
さ
び
し
け
れ
、
し
か
の
鳴
音
に
、
目
を
さ
／
ま
し
つ
ゝ
、
又
同
じ
人
の
う
た
に
同
集
雜
／

　
　

〽
落
た
き
つ
、
瀑
布
の
水
上
年
つ
も
り
、
老
に
け
ら
し
な
、
黒
き
筋
」（
一
六
丁
裏
）

　

な
し
と
、
よ
め
る
同
体
な
ら
ん
や
、
山
里
は
の
う
た
は
、
其
比
の
体
に
て
、
瀑
／
布
の
う
た
は
、
そ
の
さ
ま
古
しへ
に
の
ほ
り
て
、
今
の

京
の
は
じ
め
と
も
き
／
こ
ゆ
、
か
く
同
し
○

〈
人
に
て
も
同（
右
）〉
体
に
も
（
墨
消
）な

ら
ぬ
が
自
然
の
こ
と
に
て
い
が（
マ
ゝ
）ゝ

は
せ
ん
、
こ
れ
は
／
中

に
立
た
る
人
の
き
ゝ
た
か
へ
に（

墨
消
）も

○

〈
て
悟
り
し
に（
右
）〉
や
あ
る
ら
ん
、
す（
墨
消
）べ

て
体
を
同
じ
く
／
せ
ん
は
撰
む
時
の
こ
と

に
て
、
俳
諧
は
は
い

か
い
雜
は
雜
四
季　

／
な
と
ゝ
撰
む
こ
と
な
り
／

座
器

戀
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○お
の
れ
初
学
に
さ
と
し
て
曰（
朱
）

う
た
は
月
花
を
咏
も
の
に
は
あ
ら
ず
、
そ
の
月
花
に
つ
け
て
、
吾
／
心
を
言
も
の
な
り
、
か
く
を
し
へ
た
る
は
、
心
を
種
と
す
る
こ
と

を
忘
れ
じ
、」（
一
七
丁
表
）

　

月
花
の
講
釋
う
た
を
よ
ま
せ
じ
と
て
云
な
り
、
己
れ
を
お
き
て
、
／
月
雪
の
う
へ
の
み
い
へ
は
、
自
身
は
い
か
に
あ
り
て
も
、
う
た
は

う
た
／
に
て
別
物
と
な
る
、
後
世
こ
れ
に
な
か
る
ゝ
歌
多
け
れ
は
、
さ
る
本
の
意
／
を
し
ら
し
め
○

〈
ん
と（
右
朱
）〉
て
、
月
雪
を
讀
も
の

に
は
あ
ら
ず
と
を
し
へ
た
り
、
さ
／
れ
は
、
月
花
を
の
そ
き
て
、
吾
心
を
云
の
み
に
て
も
、
よ
ろ
し
か
る
へ
き
を
、
／
目
に（
重
書
）

（
の
）か
ゝ
る

所
の
月
雪
、
耳
に
聞
と
こ
ろ
の
鳥
声
、
う
た
の
種
と
な
／
れ
は
、
そ
れ
に
つ
け
ん
（
見
消
）〈

て（
右
）〉
感
嘆
す
へ
き
こ
と
な
り
○

〈（
余
白
行
間
書
込
朱
）

○

古
今
の
序 

心
に
思
こ
と
を
見
る
も
の
聞
も
の
に
付
て
い
ひ
出
せ
る
な
り
と
云
り
／
心
と
目
と
耳
と
な
り
〉
／

○
己
が
家
せ
ま
く
、
い
や
し
き
は
、
云
も
さ
ら
な
れ
ど
、
山
野
、
凡
そ
／
十
里
餘
り
の
眺
望
あ
り
て
、
丑
寅
よ
り
未ひ
つ
じ（
朱
）

（
戊

（
重
書
））申さ

る（
朱
）ま
で
、
よ
く
」

（
一
七
丁
裏
）

　

見
え
、
橋
も
四
つ
五
つ
行
人
な
と
も
見
え
、
月
に
よ
く
、
雪に
よ
け
れ
は
、
／
随
分
の
美
觀
な
る
を
、
よ
し
と
も
あ
し
と
も
不（
朱
）
レ

云
し
而
、

歸
る
人
／
あ
り
、
又
常
（
見
消
朱
）々

折
々
訪
人
と
て
も
、
日
々
の
さ
ま
は
見
ま
ほ
し
／
か
る
へ
き
を
、
障
子
を
だ
に
あ
け
ず
し
て
、
歸
る
あ
り
、

俗
人
は
さ
も
／
あ
る
へ
し
、
詩
歌
の
こ
と
な
ど
を
、
あ
く
ば
か
り
か
た
ら
ひ
て
、
風
月
（
見
消
朱
）〈

景（
右
朱
）〉
を
／
い（
朱
消
）は

ず
、
見
ず
し
て
歸
る
は

い
か
に
ぞ
や
、
以
レ

歌
為
レ

歌
と
云
こ
と
は
、
／
こ
ゝ
に
あ
る
へ
し
、
山
が
あ
は
れ
な
る
、
花
が
お
も
し
ろ
き
、
川
が
き
よ
き
／
な
ど
歌

に
い
ふ
は
、
何
を
見
て
さ
は
云
ら
ん
、
あ
る
人
、
女
郎
花
の
／
う
つ
ろ
へ
る
を
見
て
、
今
が
さ
か
り
な
ら
ん
、
な
ど
ゝ
云
て
見
た
（
見
消
朱
）〈

け

（
右
朱
）〉
り
、」（
一
八
丁
表
）
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是
も
う
た
讀
人
な
り
け
れ
は
、
己
れ
こ
ゝ
ろ
（
見
消
）〈

ろ（
右
朱
）〉
の
う
ち
に
〇

〈
を
か
し
く
、（
右
）〉
た
ま
〳
〵
花
を
／
見
れ
は
斯
の
如
し
、
吾
庭

の
女
郎
花
、
早
實
に
な
れ
る
を
、
か
く
云
は
／
な
か
〳
〵
、
風
雅
の
目
に
や
と
い
は
ま
ほ
し
か
り
し
、
ち
か
ら
な
き
事
／
ど
も
な
り
、

古
今
集
に
、
／

　
　

〽
女
（
マ
ゝ
）

倍
芝
、
吹
過
て
く
る
秋
風
は
、
目
に
は
見
え
ね
ど
、
香
こ
そ
し
る
け
れ
、
／

　

こ
れ
は
女
郎
花
の
香
を
か
ぎ
し
れ
る
な
り
、
す
べ
て
梅
の
香
は
／
い
ふ
も
さ
ら
に
て
、
藤
の
花
き
く
の
花
、
い
づ
れ
も
異
な
る
香
／
の

す
る
を
、
昔
人
は
よ
く
匂か
ぎ

ひ
し
り
て
ぞ
在
け
ん
、
是
も
花
を
め
づ
る
／
よ
り
の
事
な
り
、
此
う
た
〇

〈
か
（
平
仮
名
）終
句（
右
朱
）〉
し
る
け
れ
と
、
よ

め
る
、
た
ゞ
匂（
見
消
）の

〈
か
ほ
り
の（
右
）〉
す
る
の
み
」（
一
八
丁
裏
）

　

な
ら
ん
や
、
女
郎
花
の
香
と
、
き
ゝ
し
れ
ゝ
は
、
し
る
け
れ
と
い
へ
る
也
、
／
今
人
と
は
、
い
た
く
か
は
り
あ
る
こ
と
を
し
る
へ
し
、

／
○
人
の
面
の
か
は
る
ご
と
く
、
う
た
も
人
に
に
て
別
々
な
り
、
其
性
質
、
／
松
も
あ
り
、
竹
も
あ
り
、
柳
も
あ
り
、
梅
も
あ
り
、
い
づ
れ

も
同
し
か
／
ら
ず
、
さ
ら
に
う
こ
く
ま
し
き
所
あ
り
、
師
な
る
人
あ
や
ま
り
て
、
／
柳
の
性
を
松
に
せ
ん
と
り
（
見
消
）〈
し（
右
）〉、
竹
の
う
ま

れ
付
を
、
梅
に
せ
ん
と
す
、
／
ま
た
学
ぶ
人
、
さ
る
こ
と
か
と
思
ひ
、
同
し
く
己
か
性
質
よ
き
／
と
こ
ろ
あ
る
も
、
あ
し
き
所
あ
る
も
、

し
ひ
て　

ぜ
ん
と
す
、
い
た
く
／
あ
る
へ
か
ら
さ
る
こ
と
な
り
、
松
の
性
は
、
松
を
以
て
よ
き
に
長
し
、」（
一
九
丁
表
）

　

柳
は
、
柳
を
以
長
ぜ
ん
こ
と
云
に
不
（
朱
）
レ

及
、
さ
す
れ
は
己
が
う
ま
／
れ
付
の
こ
と
な
れ
は
、
松
の
勇
壮
な
る
、
竹
の
真
直
な
る
、
柳
の

／
た
を
や
き
た
る
、
己
が
性
に
ま
か
せ
て
長
し
、
と
り
〳
〵
に
／
め
で
た
く
な
る
へ
し
、
さ
る
を
、
教
あ
や
ま
り
て
、
し
ひ
た
る
こ
と

を
／
す
る
よ
り
、
松
も
生
涯
柳
の
風
を
作
り
、
竹
も
生
涯
／
梅
の
風
を
し
て
、
終
ら
は
己
か
性
の
美
な
る
所
は
あ
ら
／
は
れ
ず
て
あ
ら

座
器

戀
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ぬ
物
に
な
る（

見
消
）へ

し
〈
り
て（
右
）〉、
今
の
俗
筆
花
押
を
／
だ
む
に
こ
と
な
ら
す
、
歌
を
つ
く
り
、
つ
く
ら
ぬ
と
云
こ
と
も
、
此
所
に
／
は

じ
ま
る
、
か
く
い
へ
は
と
て
（
見
消
）〈
て（
右
）〉、
梅
柳
の
如
く
、
其
性
に
ま
か
せ
置
て
、」（
一
九
丁
裏
）

　

学
ふ
こ
と
の
な
き
〇

〈
と
云（
右
朱
）〉
に
は
あ
ら
ず
、
歌
は
も
と
よ
り
、
可
（
朱
）
レ

学
も
の
な
／
れ
ば
、
己
が
う
ま
れ
付
に
ま
か
せ
て
、
よ
く
長

ぜ
ん
（
重
書
）

ここ（
朱
）

（
よ
）と
を
求
へ
し
、
／
こ
れ
は
歌
學
の
み
に
あ
ら
じ
、
何
の
道
も
さ
る
へ
き
理
な
り
、
／

○
う
た
の
体
い
ろ
〳
〵
あ
る
物
を
真
實
を
好む
と
て
、
唯
な
み
だ
（
濁
点
墨
）／
く
ま
し
く
真
目
な
る
こ
と
は
か
り
云は（
朱
）
偏
れ
る
な
り 

も
と
よ
り
／
真
目

な
る
心
の
時
は
真
目
な
る
こ
と
を（
重
書
）

（
の
カ
）云 

戯
た
る
時
は
戯
言
／
を（
重
書
）

（
と
）云
こ
と
〈
な
り（
左
下
）〉
×
〈（
行
間
書
込
）世
中
に
た
え
て
さ
く
ら
の
な
か

り
せ
は
と 

む
め
も
出
た
る
□
時
も
あ
れ
は
又
い
さ
ゝ
く
ら
／
吾
も
ち
り
な
ん
と
発
り
立
た
る
時
も
あ
り
て
×
〉
さ
ま
〳
〵
に
て
（
墨
消
）歌

の

さ
ま
か
は
る
へ
し
古
今
に
瀑
布
の
う
／
た
／

　
　

〽
き
よ
た
き
の
瀬
々
の
白
糸
く
り
た
め
て
山
分
衣
お
り
て
着
ま
し
を
／

　
　

〽
こ
き
ち
ら
す
た
き
の
白
玉
拾
置
て
世
の
う
き
時
の
涙
に
そ
か
る
」（
二
〇
丁
表
）

　

こ
れ
は
こ
れ
世
に
あ
る
ま
し
き
こ
と
な
れ
と
瀑
布
を
見
て
興
の
あ
ま
り
て（
朱
消
）〈

に（
右
朱
）〉
／
戯
れ
い
へ
る
な
り滑
稽
に
て真

目
な
る
う
た
と
は
ち（
墨
消
）か

ひ
て
〈
た
か
ふ
こ
と
な
く（
右
）〉
滑（
墨
消
）稽

な
り
こ
の
る
い
／
四
季
の
歌
は
云
に
不
（
朱
）
レ

及
何
の
巻
に
も
あ
ま
た
あ
り
真
目
な
る  

／
歌
を
實-

情

な
り
と
て
〇

〈
○

夫
に
の
み
（
右
）〉
偏
よ
る
〇

〈
■
（
墨
消
）た
る
歌
■
■
■
咏（
右
朱
）〉
へ
か
ら
す
此
戯
も
（
墨
消
）は
た
實
情
／
の
外
な
ら
す
／

○
う
た
の
か
た
ち
を
一
同
に
定
て
よ
む
こ
と
あ
る
へ
き
こ
と
な
ら
す
／
己
か
心
ま
か
せ
に（
墨
消
）云

物
〈
の
咏
嘆（
右
）〉
な
れ
は 

て
に
を
は
な
と

も
さ
ま
〳
〵
に
（
見
消
朱
）な

〈
か
は
り
て
出
来（
右
朱
）〉
る
／
そ
自
ら
な
る
持
（
見
消
朱
）前

な
り
〈
本（
墨
消
）意

な
る（
右
）〉
今
（
墨
消
）日

直
語
に
て
い
ひ
は
な
つ
さ
ま
〈（
重
書
）

古
し

へ
よ
り
の
歌
の
句
法
也（
左
下
）〉
／
に
（
朱
消
）

 

〽
に
け
り
〽
そ
け
る
〽
こ
そ
け
れ
は
云
に
も
不
（
朱
）
レ

及
さ（
朱
消
）ま
〳
〵
な
る
へ
し
」（
二
〇
丁
裏
）
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〽
な
め

　

同
し
〽
こ
そ
の
結
ひ
詞
に
も
〽
け
れ
も
あ
り
〽
け
め
も
あ
り
〽
て
め
〽
ら
め
／
〽
せ
め 

な
と
う
つ
ろ
ひ
か
は
る
か
（
墨
消
）よ

し
〈
是さ
も
あ
る
べ
き

人
自

然こ
と
な
り■
■
哥
を
不

（
墨
消
）

作
故（
朱
）
自
然
に
ま
か
せ
て

凶
を
物
■
如
く
立
し
は
な
り
（
右
朱
）〉
〽
て
め
の
〽
け
め
の
と
云
詞
を
ふ
る
／
め
き
た
り
と

て
不
レ

言
は
何
の
事
そ
す
へ
て
古
今
集
な
と
の
／
う
た
に
よ
く
心
を
付
て
み
よ 

後
の
集
と
は
す
へ
て
た（
墨
消
）か
へ
る
〈
同
し
か
ら
ぬ（
右
）〉
所

／
あ
り
て
結
ひ
て
（
見
消
朱
）な

と
も
さ
ま
〳
〵
か
は
り
（
見
消
朱
）て○〈

○

れ（
朱
消
）る

歌
を
不
レ

作
し
て
体
さ
ま
〳
〵
に
あ
る
を
知
へ
し（
右
朱
）〉哥
な
（
見
消
朱
）と

の〈
の
体（
左
朱
）〉

一
／
や
う
に
な
ら
ぬ
所
（
見
消
朱
）〈
は（
右
朱
）〉
ま
こ
（
墨
消
）と
に
さ
る
へ
き
な
り
〈
自
然
に
ま
か
せ
て
自
由
に
む
す
ひ
な
と
を
す
る
（
見
消
）か故
な
り（
右
）〉
字（
朱
消
）書
を

見
ん
／
か（
朱
消
）こ
と
く
同
し
形
の
い
く
つ
と
も
な
く
な
ら
ひ
を
ら
ん
は
い
／
と
見
く
る
し
く
さ
る
こ
と
あ
る
へ
き
に
あ
ら
す 

も
と
よ
り
撰

／
集
は
同
し
形
の
歌
い
（
見
消
朱
）た

く
な
ら
は
ん
事
を
忌
た
る
〈
を
な
ら
へ
じ
と
心
を
用
た
る（
右
朱
）〉
も
の
な
れ
は
」（
二
一
丁
表
）

　

四
季
の
序
を
し
て
う
た
を
書
て
見
た
る
人
な
ら
て
は
其
由
／
し
る
へ
か
ら
す
、
先つ（
朱
）
年-

内
の
立
春
よ
り
初
春
○

〈
○

中
春（
右
）〉
晩
春
と
な

る
か
う
／
ち
に
も
霞
の
立
を
ま
ち 

さ
て
立
た
る
を
見
梅
を
ま
ち（
朱
消
）た

る
〈
つ（
右
朱
）〉
／
う
たよ
り（
朱
）梅

の
さ
き
た
る
歌
と
つ
い
で
ゝ
夫（
見
消
朱
）

よ
り
〈
次

第
に
花（
墨
）

○

柳（
右
朱
）〉
花
（
見
消
朱
）〈
花
（
墨
消
）（

右
朱
）〉
の
盛
に
／
な
り
又
落
花
の
時
に
な
り
晩
春
の
さ
ひ
し
く
暮
る
ま
て
／
う
た
を
そ
ろ
へ
ん
に
歌
の
そ
ろ
は

ぬ
こ
と
ま
こ
と
に
數
百
の
う
た
を
／
よ
せ
て
も
足
へ
か
ら
す 

た
ま
〳
〵
年
内
の
立
春
の
う
た
は
あ
れ
と
も
／
花
さ
か
り
な
る
う
た
か

な
く
○

〈（
行
間
書
込
朱
）○

年（
墨
消
）内

の
立
春
の
う
た
も
花
さ
か
り
な
る
う
た
も
あ
れ
と
も
／
あ又
よ
き
う
た
な
か
ら
も（
墨
）

ま
り
に
同
し
や
う
な
る
う
た
に
て
同
し
所
に
の
せ

が
た
く
〉
花
盛
の
う
た
は
あ
れ
と
も
ち
り
た
る
／
暮
春
の
う
た
か
なある
は（
朱
）

く
○

其
つ
い
て
歌
の
並
、
竹
に
木
を
」（
二
一
丁
裏
）

　

つ
き
た
ら
ん
や
う
に
な
り
て
は
よ
（
見
消
朱
）ろ

し
か
ら
す
〈
な
ら
へ
か
た
く（
右
朱
）〉　　
　
〈（
余
白
書
込
朱
）

又
は
よ
き
う
た
な
れ
と
も
い
る
（
朱
消
）〈

れ
ぬ（
右
朱
）〉
へ

き
か
た
な
き
／
こ
ゝ
ち
し
て
／
は
ぶ
か
ん
も
／
本
意
／
な
く
／
と
に
か
く
に
／
そ
ろ
へ
か
た
／
き
は
撰
集
／
な
り
／
す
べ
て
は
／　

〉

座
器

戀

座
器

戀
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花
を
○

ま（
墨
消
）ち

か
ぬ
る
〈
ま
つ
う
た
よ
り（
右
朱
）〉
／
歌（
墨
消
）よ

り
花
を
ま
ち
得
た
る
う
た
と
な
り
は
た
盛
と
な
る
歌
な
と
／
な
ら
ひ
て
こ
そ
一

首
々
々
の
あ
は
れ
の（
朱
消
）み
ゝ
〈
も
ま
し（
右
朱
）〉
て（
見
消
朱
）
も
な
く
〈
も（
朱
消
）あ
ら
す（
右
朱
）〉
見
る
／
人
の
心
を
も
し
ろ
く月
日
の
立（
朱
）

次
第
に
な（
朱
消
）り
て
〈
も
見
え（
右
朱
）

め（
墨
）○（
朱
）〉〈（
行
間
書
込
朱
）
○

花
た
と
へ
は（
墨
）

と
て
も
（
墨
消
）

郭
公
に
て
も
ま
ち
詫
て
屈
す
る
う
た
あ
れ
は
／
其
次
に
ま
ち
得
て
○

〈
た
る
う
あ
り
て（
右
墨
）〉
殆
と

あ
は
れ
を
ま
し
〉
隣
の
う
た
よ
り
隣
に
／
あ（
朱
消
）は

れ
のに（
朱
）〈
に
ほ
ひ
あ
ひ（
右
朱
）〉
照
ら
し
合
て
其
集
め
つ
ら
し
く
め
て
た
く
は
（
見
消
朱
）

○

〈
な
る
へ

き（
朱
消
）け
れ（
朱
）

事
■
■（
右
朱
）〉、
見（
朱
消
）え
め
さ
ま
て
も
な
き
己
か
咏
艸
に
て
も
う
た
か
す
／
多
く
て
四
季
を
わ
か
た
ん
と
す
れ
は
○

〈
○

忽（
右
朱
）〉
此

意
あ
り
て
よ
き
／
う
た
に
も
書
入ぬ（
朱
）
へ
き
所
な
き
心
地
す
る
う
たも
あ
る
こ
と
な
り
／
こ
ゝ
を
以
て
古
の
撰
中
（
見
消
朱
）〈
集（
右
朱
）〉
な
と
の
難
き
を

思
へ
し
○

〈
又（
右
朱
）〉
さ
き
に
云
へ
る
」（
二
二
丁
表
）

　

歌
の
巡
を
立
る
所
に
同
し
う
た
並
は
ぬ
を
よ
し
と
す
れ
と
も
亦
わ
さ
／
と
同
し
や
う
な
る
う
た
を
並
て
出
し
て
興
を
添
た
る
所
ま
ゝ
／

あ
り
古
今
集
を
よ
く
〳
〵
見
て
し
る
へ
し
又
巻
中
に
無
類
／
な
る
こ
と
さ
ま
な
る
歌
ま
れ
に
入
た
る
譬
へ
は
後
拾
遺
集
に
／

　
　

〽
う
め
か
ゝ
を
櫻
の
花
に
ゝ
ほ
は
せ
て
柳
か
枝
に
さ
か
せ
て
し
か
な
／

　

か
や
う
な
る
う
た
は
人
の
目
に
立
て
と
も
す
れ
は
人
の
あ
し
さ
ま
に
／
云
も
の
な
れ
と
さ
る
う
た
も
あ
る
か
其
一
巻
の
は
え
に
て
人
の

見
／
て
う
ま
ぬ
や
う
に 

わ
さ
と
心
を
用
ひ
た
る
も
の
な
り
／

　
（
識
語
）此
巻
ハ
我
師
大
隈
言
道
大
人
の
大
坂
に
登
ら
れ
る
時
／
生
が
た
と
て
奉
書
紙
ニ
歌
六
拾
首
と
源
氏
年
立
三
巻
を
／
贈
ら
れ
る
に
添

て
蔵
之　

利
明
」（
二
二
丁
裏
）

（
マ
ゝ
）


